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B-4t　 界面 活 性 剤 に よる 羊毛 製 品 の 防虫 加工 処 理に つ い て

熊 本 大 教 育　　　 谷 川 美 知 子

目的　 羊 毛 製 品 に 対 す る 防 虫 加工 剤 には 、 有 機 塩 素系 の デ ィ ル ド リ ン や ミ ッ チッ

オ イ ラン な ど 数 種 の 優 れ た ものか あ る。　し かし こ れ ら の 薬 剤 そ の も のは 毒物 で ある

か ら家 庭 に 訟け る 加 工 処 理 は 不 適当 で あ る。 市 販 羊 毛 製 品 に は 依 然 と し て 防 虫未 加

工 品 が 多い 現 状 では 、 家 庭 で 処理 で きる 加工 剤 も必 要 と 考え る。 さ きに 筆 者は 羊 毛

の洗 剤 処 理 と 虫 害 の関 係 につ い て 、 合 成 洗 剤 処 理 が 虫害 を受 け に くい 事 実 を 報 告 し

た 。 今 回は 界’面活 性 剤 に よ る羊 毛 製 品 の防 虫 加 工 を 検 討 す る。

方 法　 供 試 界 面活 性 剤 とし て ア ユ オン 系 ６ 種、 カチ オ ン系 ５ 種に つ い て 、 処 理 条

件は0.  5 1o     （ 浴 濃度 ）8  0°C , 5 0分、 浴 比 １：5     0 で 白 モ ス リ ン 布に 加 工 処 理 し た も

の を3    X    3   erfに 裁 ち精 秤 し て 、 試 験 布 １ 枚 とヒ メ マ ル カ ツ オブ シ ム シ幼 虫1    0 個 体

を シ ャ ーレ 一に 入 れ 、2    8 日 間 の 食 害 実 験 を す る。 各 試 験 毎 に４ 例 を 用 意 し 、 同 じ

く ４例 づっ の水 分 補 正 用 の 無 虫区 を 設け た。 終 了 後 、 水分 補 正 の上、 試 料 の 減量 を

食害 量 とし た 。 痙 釦パ ータ レ ン洗 浄 に よる 効 力 の影 響 を 調 べ た 。

結 果　 アニ オン 系 で は 特 に ド デ シ ル ベｙ ゼン スル ホネ ート　(it 鎖、 側 鎖 ］ 及びa･

オレ フ ィ ン ス ル ホネ ート 、 カチ オ ン系 では アル キル ピ コ リ ニ ウ ムタ ロ ラ イ ド、 アル

キル ジ メ チ ール ペ ン ジ ル ア ン モニ ウ ムが 高 い 防 虫 性 を 示 し、 い づ れ も食 害 量 は1  ㎎

内 外 で 無 処 理 布 食 害量 の ３ ～5    % 程度 であっ た 。　■fi. 訃 ド ライ ク リ ーニ ン グ リ ン ス用

と し て カ チ オ ン の 使用 は 防 虫 効 果 が 大 で あっ た 。 界 面活 性 剤 に よる 加 工 布 の防 虫 効

力 の 耐 久 性 につ い ては 、 更 に 詳 し く検 討 中 で あ る。

B －42　D  )V  P   の イ がふ 対T  3  殺 舅 効 果I'- フ･･X

毎 各々 方,家 政　　 也 サ 庫 多　o  鼻 岡 祥3-

目 的　 商 機 ソ ん賊 弘 劃J メI P   P   V p   ･JイX ーバX-  ･り すすi  4'i 弘 ヵ お'`入i  <  .　參炭T ヽ

七 吹 用3  れ フ ゝ あ 卜　 各 科 窄 ■ ̂＼-- ＼ そ-n 効%  り 大i   ヽ ･こ と' ヽ･ヽ泌 あ う れ て 口5  ．I    ゙ ･乙

最 底 夕 乱 ，㈲ 式 初 浪 削 ・ソヽ% ・ － 易 濯s  刄f3"  I  て 口 了　--   と が` 同 題 ゛// フ1    '>   I  ･ｸX'

蓼 凍 吟r ｀の 便 用 ，I権%  r- 検 訂i れ わ･7- 今 夕 なI  < 。 そ-    f` 分 回IT  ，i   f  P  P    ／P   '9 ヅ ダ

Isﾀ すす3  撒*  力 を 知5  斥 めI-,  臓 名刺 り ま一物 雇 気 味r-  i   y て,　D  0   r,     d  H   C i. ^ 軟

検 訂1- ^-  。

海 広　 ユl> i- ＼'c.,    μ ～ μ 舛 卯V 飼%    (   恥/  ̂iri.-p 私 及 び 或 曳 り

･% 斎 蔑 £ ＼･-I,   角 簡 砲 吊 泳 ， 践 祚｡蜃 苓 浅r~   i ̂  l>雅 官 袱 騨i   お-  斥 卜　S 加 ・ ら ず・

ビ ヅ ト 泳1:   困'<  て 所 稗[    T- ，

坏 界，DP ＼/p,      B H    ら　D  D  T  ト} ■ 1,瀬 気 試 瞼 り 苓 集^ ヽ17 ,　'I r ｀r- n  I  りn,

D    P   ゙ p    が と いv    -T ぐ れ μ 毅 寥 々-k  ^  [ n  . 成 弘r^ 対 アi  句 所 施 印 塙 リo'c)   てt7,

侈 考　I 町 あ 侭')  り‘L  D  so  孔　p  p  V  p  ヵヽ■■ ／. S タK ／o'祐　 でし　E> り ＆if　3,7iX  ／ダ^  ff-． ∂

ｐ て 今･｡bb y< /o ″r- r ｀ゐ フ 冬・ 刄 浅 の 影 摩' ゛ フ ロ フ ヤ^ とpDV りi ， 四'C    f   ')   も30 ° O

1-） 雅K    カ ダ 大3     l≫  。 ニ れIf   P P  Vリ フ カヽ ･'呼 吸% ヴﾉ ・ り 奪発 作 奪 々に ■ A） i   H め 匹  I?)猛

/5  と'縛 発 仕 タヽ "入i    i   をト　Ic ･R ･ りA  'A.量i. 殯 か す ■i   -･t  なt-  a 孝ヽ 固 と秀 之 シ れ?  ・


